
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３０７ 

令和５年度 吹奏楽・合唱 

 

教科 
吹奏楽・

合唱 
科目 

演奏研究・発表 単位

数 
４単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「演奏研究・発表」では、演奏会の企画・企運営を行うことにより、演奏するだけでなく、コ

ンサートができるまでの課程について学び、舞台で演奏することの幅広い教養を身につけ、豊か

な音楽表現につなげっていって欲しいです。 

  

 

 

２ 学習の到達目標 

演奏するだけでなく、本番の舞台ができるまでの全ての要素について学び、演奏の研究を行い、

総合的な芸術としての舞台表現について理解を深めること。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な器

楽、創作の技術を身に付け、

創造的に表現している。 

コンサートの企画及び運営

を計画的に行い、演奏会が充

実した本番になるように、創

造力をはたらかせながら、思

考・判断して進めていくこ

と。そして芸術的に表現につ

ながていくこと。 

音楽表現や演奏研究を主体

的に取り組み、舞台での芸術

的な豊かな表現につなげら

れているか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

                        

１ 

 

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

・サマーコンサートにむけ

ての企画及び運営、演奏 

a:吹奏楽曲、ポップス系、合唱な

どの曲目について、演奏技術を

身につけ音楽的に表現されて

いるか。 

b:コンサートの本番にむけて演

奏、進行表、企画、運営、広報

などについてしながら、すすめ

ていくこと。 

c:練習や表現について主体的に

取り組んでいるか。 

観察 

練習  

計画書

（個人）  

観察 

企画書 

進行表 

レポート 

練習  

計画書

（全体）  

観察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２ 

地
域
の
依
頼
演
奏
会 

・地域の依頼演奏について、

小規模な音楽会の企画及び

運営、演奏 

（地域の文化祭、香里丘吹奏

楽フェスタなど） 

a:吹奏楽曲、ポップス系、合唱な

どの曲目について、演奏技術を

身につけ音楽的に表現されて

いるか。 

b:コンサートの本番にむけて演

奏、進行表、企画、運営、広報

などについてしながら、すすめ

ていくこと。 

c:練習や表現について主体的に

取り組んでいるか。 

 

観 察 

練 習  

計 画 書

（個人）  

観察 

企画書 

進行表 

レポート 

練習  

計画書

（全体）  

観察 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

・クリスマスコンサートにむ

けての企画及び運営、広

報、演奏。 

 
 

 
 

 
 

３ 

定
期
演
奏
会 

・定期演奏会にむけての

企画及び運営、広報、演

奏。 

a:吹奏楽曲、ポップス系、合唱な

どの曲目について、演奏技術を

身につけ音楽的に表現されて

いるか。 

b:コンサートの本番にむけて演

奏、進行表、企画、運営、広報

などについてしながら、すすめ

ていくこと。 

c:練習や表現について主体的に

取り組んでいるか。 

 

観 察 

練 習  

計 画 書

（個人）  

観察 

企画書 

進行表 

レポート 

練習  

計画書

（全体）  

観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


